
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年11月1日(日) 

Vol.22 

 

中学生コメント① 

紹介ビデオなどで城南高校についてよ

く知ることができました。ビ－ムスの制

服やアディダスのジャ－ジなど、服装の

面でも興味をもてました。改めて、ぜひ

城南高校を受験したいと思いました。 

中学生コメント② 

オ－プンスク－ルとプレ・スク－ルに参

加して、探究科のiPad使用の授業を体験

と見学することができ、また、学校の雰

囲気がわかったので、ますます入学した

い気持ちになりました。 

保護者コメント 

専願合格者の入学金免除は助かります。

東北工業大学への内部推薦制度は、大学

進学に有利だと思いました。利便性が高

いので、地下鉄東西線を利用したいと考

えています。入試方法が分かりました。 

特進科 

探究科 

科学技術科 

 

 

10月17日（土）本校において、中学生及びその保護者を対象にプレ・スクールが行われました。 

今年のプレ・スクールは「中学生に本校生と本校教員の授業を見てもらう」という趣旨のもと開催しました。 

中学生の頃の私は視野が狭く、具体的な目標を持てませんでし

た。高校に入学して、新たな出会いがあり、新しい環境で学び、

確実に視野が広がりました。様々なことを挑戦する機会も増えま

した。この半年間の活動を通して進路目標を見出すこともできま

した。時間を大切にし、将来の夢に向けて有意義な高校生活を送

れるように頑張っていきたいと思います。 

プレ・スクールでは「Ωの法則性」について学びました。授業は、

緊張することなく、いつも通りに雰囲気良く進めることができま

した。見に来てくれた中学生たちがこれをきっかけに本校に入学

してくれたらいいなと思います。今回は、授業を楽しく見学する

中学生がたくさん来てくれたのでいいプレ・スクールになったと

思います。 

先週行われたプレ・スクールでは、千葉康志先生による電気基

礎の授業をしました。その授業では、iPad を使い、白熱電球と

LED電球の違いについて学習しました。中学生や保護者の方々が

見ている中、いつもと違う雰囲気がありましたが、普段通りの

授業が出来て良かったです。 

 

 

 

 

「電気を有効的に使っていますか？」 
＜ 電気基礎 ＞ 

＜ 物理 ＞ 

「オームの法則を疑おう？」 

 

＜ コミュニケーション英語Ⅰ ＞ 

「英語で楽しくアウトプット」 

楠原 司 

 
岩沼北中出身 
特進科１年 

 

北條 寛久 

 探究科３年 

 
松島中出身 

日光 流河 

 
科学技術科情報通信２年 

 
郡山中出身 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

平成27年度みやぎ産業教育フェア 「さんフェア宮城２０１５」 

 

今回のポスター制作では、宮城県の産業教育の

発展や理解・関心をより深めてもらいたいと思

い、制作しました。産業の面から東日本大震災

の復興に寄与する人が沢山増えることを祈っ

ています。 

作品の制作では、良いアイディアが出ないこと

もありましたが、大出先生のアドバイスもあ

り、順調に作業を進めることができました。 

今後も良い作品を作れるように、デザインに向

き合っていきたいです。 

 

グローバル教育特別講義 

 

 

『誰でもヒーローになれる！』これが私たちのモットーです。夢を持つこと、夢に向か

って突き進むことの素晴らしさを教えています。その夢に少しでも近づけるように、

DAREDEMO HEROは子供たちの支援をし続けていきます。子供たちの笑顔・輝いた目は

必ず世界を平和にするでしょう。 

ボランティアという視点から貧困

や日本の立ち位置を知るだけでは

なく、日本を外から客観視する重要

性や「夢は欲望の実現ではない」と

いう言葉に感銘を受けました。 

私は将来、途上国の人々を救うだけ

ではなく、貧困層が置かれている状

況を把握し、支援に非依存の環境を

作ることができる医師になりたい

と強く思いました。 

 

大沼 卓朗 

 

山中先生の「貧困問題を解決するに

は貧困層をリーダーにする」という

壮大なプロジェクトの戦略とその

行動力にとても感動しました。 

HERO’HOUSEの子ども達は、貧困

ながらも優秀な成績を残していま

す。何より彼女らの自信に満ちた笑

顔がとても印象的でした。今の自分

を見つめ直すよい機会を与えて下

さったことに、感謝しています。 

廣瀬 黎 

 

 

アカデミック・インターンシップ開講式 

～10月23日～ 

 

私の進路目標は、東北工業大学ライフデザイン学科への進学です。そこで私は

映像について研究したいと思っていました。今年度始めに行われた最終報告会

での先輩方の発表に接して、自分もぜひこのアカデミック・インターンシップ

に参加したいと強く思っていました。 

大学の先生方や学生の皆さんと積極的にコミュニケーションを取りながら多

くのことを学んできたいと思います。 
中原 有唯 

長町中出身 
科学技術科情報通信２年 

講師 山中 博 

～10月27日～ 

みどり台中出身 
特進科２年 

 

特進科１年 

 
仙台第一中出身 

小松 巧 

 科学技術科情報デザイン３年 

 
しらかし台中出身 

 


